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 妊娠母体の HFS摂取は、仔自身が NDを摂っていれば特に顕著な影響を
及ぼさなかったが、仔が HFSを摂取した場合には、肥満やインスリン抵
抗性、耐糖能低下を誘導することが示唆された。また、これらの現象は、
母親が妊娠中に GluOCを摂取することで改善した。さらに、妊娠母体が
摂取した食餌や GluOCへの感受性には雌雄差が認められた。 
【結論】 
 妊娠母体の過栄養が仔に与える負の影響は、妊娠母体が GluOCを摂取
することで回避された。このことから、妊娠母体が摂取した GluOCが、
胎盤を通過し直接的に、あるいは母体の糖脂質代謝を正常化することで
間接的に、胎児の糖脂質代謝関連臓器に影響を与えた可能性が示唆され
た。 
